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	ホクコーオルトランAA粒剤
	■種 類 名：アセフェート粒剤
	■有効成分：アセフェート 5.0%
	■化管法指定物質：アセフェート［第１種］ 5.0%
	■登録番号：第13177号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：1973.10.30
	■性    状：類白色細粒
	■有効年限：4年
	■包    装：1kg×12袋、3kg×8袋
	20kg×1袋(北海道のみ)
	【特長】
	 広範囲の害虫に効果のある有機リン系殺虫剤。
	 浸透性が強く、根や葉から吸収されて作物の体内に行きわたり、長期間各種害虫の発生を抑え省力的な害虫防除ができる。
	 株元散布や定植時処理ができる。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	◆ 専用の粒剤散布装置によって散布すること。
	◆ 事前に薬剤の物理性に合わせて粒剤散布装置のメタリング開度を調整すること。
	◆ 散布薬剤の飛散によって他の動植物等に影響を与えないよう散布区域の選定に注意するとともに、散布区域内の諸物件に十分
	留意すること。

	【安全使用上の注意】
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	収穫開始
	6kg/10a
	１回
	１回
	オクラ
	14日前まで
	（2g/株）
	アブラムシ類
	散布
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	本剤の所定量を
	ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
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	生育期
	4kg/10a
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	いぐさ
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